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成田国際空港株式会社 NAA は「2014 年度成田国際空港内従業員実態調査結果」を発表、それによると 

事業者数    687 社   前回    648 社   +6%  対開港時比 2.4 倍 

従業員数 40,651 人  前回 38,689 人 +5.1% 対開港時比 2.3 倍 

この調査は、3 年ごとに行っているもので、今回の調査基準日は平成 26 年 11 月 4 日です。 

事業者数、従業員数ともに前回を上回っていますが、前回が羽田空港の再国際化、日本航空の経営不振

による従業員の整理、そして東日本大震災の影響から、事業者数・従業員数ともに落ち込み、特に従業員

数は前々回の第 11 回調査（2008 年）の 48,404 人と比べて約 1 万人も減少しました。 

その後は、LCC の新規就航などによって回復し、今回調査ではどちらも前回を上回る結果となっています。 

ちなみに事業者数は過去最高の 687 社です。 
 

空港内従業員の 36.4%が成田市に居住  千葉県内居住者は 87.1％ 
 

従業員の居住地について見てみると、千葉県内が 87.1%を占

め、そして県内空港周辺 9 市町で 5 割超、成田市の割合は

36.4%にのぼり、実に空港内で働く人の 3 人に 1 人以上が成

田市に居住しているのです。 

これらを見ると、成田空港が成田市をはじめとして空港周辺

市町の雇用と経済に大きく貢献し、結果として千葉県の発展

にも多大な寄与をしている事が解ります。 

 私としては、成田国際空港の更なる機能強化によって世界

との競争にも勝てる空港として成長させなければならないと考えているところです。 

成田そして千葉県の発展のためにも成田国際空港の更なる発展が必要なのです 

千葉県議会議員 

小池まさあき 
県政報告駅前版 平成 27 年 3 月号 

 

事 務 所  成田市東町 155-3 TEL 0476-22-0688  FAX 0476-36-8538 
        E-mail koike@ngy.3web.ne.jp 

プロフィール  

＜生年月日＞ 昭和 41 年(1966 年)9 月 18 日 ＜血液型＞O 型 ＜趣 味＞スキー 

＜経  歴＞ 三里塚小―遠山中―千葉日大一高―日大理工学部―日大大学院理工学研究科 

平成 7 年成田市議会議員当選 以後 4 期当選 第 34 代成田市議会議長等を歴任 

＜現  在＞ 県議会 県土整備常任委員会委員長 ちば自民党青年局 政策交流委員長 

 

成田空港内で働く人の数 40,651 人 5.1％増 開港時に比べて 2.3 倍 

人数( 人) 比率( ％)

成　 田　 市 14, 780 36. 4

他千葉県内 20, 614 50. 7

千葉県合計 35, 394 87. 1

茨　  城　  県 983 2. 4

東   京   都 2, 922 7. 2

他 道 府 県 1, 352 3. 3

居住地別従業員数



事業費 1,500 億円 270 億円に縮減 

水素利活用の想定される分野 

○新しい「まちづくり」への利用 

○公共交通機関及び交通インフラへの利用 

○コンビナートでの水素生成、貯蔵 

○非常用電源としての活用  

１．成田国際空港について ４．福祉医療問題について  

２． 観光行政について    ５．国家戦略特区について 

３．教育行政について   ６．農業問題について 
     

    

 

 

任期最後となる 2 月定例議会において一般質問に登壇。以下の内容

について森田知事をはじめとする執行部に質問をしました。 

 

 

 

 

詳しい内容は 3 月 15 日発行の「県議会リポート」で報告致します。 

 

 

 
 

今年度千葉県では、港湾施設の長寿命化計画を取りま とめました。 

この計画は、港湾施設として重要な岸壁・物揚場、防波堤、橋梁の合計 265 施設を対象として、事後対

策から予防対策へ転換することにより、今後 50 年間の事業費が、全て造りかえを行う場合の約 1,500 億

円から 270 億円に縮減されるというものです。 

今後計画的な点検診断も併せて行い、施設の劣化状況を的確に把握しながら適切に予防対策が実施され、

事業費の抑制を図ることとしています。 

 

 

国は既に、「水素・燃料電池戦略ロードマップ」を策定

し、水素社会の実現に向けた取り組みを加速していますが、

千葉県は京葉臨海コンビナートを抱え水素の一大供給拠

点として機能していくことが期待されているところです。 

そこで平成 27 年度においてはまず、水素の利活用に関

して有識者による研究に着手することを決定しました。 

 

 

国の経済対策に関する補正予算で、全国でプレミアム付き商品券が発行される見込みです。 

予算としてはプレミアムの率について 20％として 32 億円、そしてそれぞれの市町村での独自の上乗せも

実施される模様で、プレミアムの率が 30％、あるいは 40％という設定もあるようです。 

ちなみに成田市では、市として 10％の上乗せを行いあわせて 30％分のプレミアムが付く予定で、過去２

回の 20％を上回るものとなります。 

尚、発行時期については現在準備作業を進めている段階とのことですので、今しばらくお待ちください。 
 

ごあいさつ   
寒さも峠を越え春の訪れも感じるこの頃です。そして、いよいよ任期最後となる議会も閉会日が目前に迫りました。

今後は４月の選挙に向けての準備にも時間を割かせていただくこととなりますが、引き続き「CHIBA」の飛躍と

「NARITA」の成長のために県政の場を目指し活動してまいりますので、ご支援のほど宜しくお願いいたします。 
            

千葉県議会議員 小 池 正 昭 
 

小池まさあきの活動ブログ 毎日更新中         検索  
Facebook と Twitter でも情報発信中！  SNS で小池まさあきと交流してみませんか！ 

プレミアム付商品券の発行に 32 億円 成田市はプレミアム 30％ 

港湾施設の長寿命化 事業費を大幅に削減 

小池まさあき
  

 

千葉県で水素の利活用に関する研究に着手 

任期最後の議会で一般質問に登壇しました 


